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第３学年国語科学習指導案 

児 童 男子１２名 女子１１名 計２３名 

指導者 荒川 梨紗           

 

１ 単元名・教材名  書き手のくふうを考えよう 

「『ほけんだより』を読みくらべよう」（東京書籍 ３年上） 

 

２ 単元について 

（１） 児童について 

・６月単元「自然のかくし絵」では、段落ごとの内容を捉えながら読む学習を行った。大事だと思う

言葉や文に気を付けて読むことに慣れてきている。 

・大半の児童が、繰り返し出てくる言葉や題名とつながりがあると思う言葉を見付けて読んでいる

が、学期末テストなどを見ると、初見の文章を読んで事柄の順序や大事な言葉を見付けながら全体

の内容を読み取る力は十分ではない。 

（２）教材について 

  ・「ほけんだより」という学校生活における配布物を題材に取り上げており、実生活での活用につな

げやすい教材である。 

  ・目的と構成は同じであるが、事柄の取り上げ方や説明の仕方が異なる２つの文章の違いに焦点化す

ることで、書き手の意図によって異なる表現の工夫を読み取る力を身に付けることができる。 

  ・いずれの「ほけんだより」にも図や表が用いられていることから、資料と文章との関係を考えるこ

とにも適している。 

（３）指導にあたって 

〈手立て１〉単元全体や単位時間ごとの見通しをもたせる工夫  

① 学年の系統性と児童の実態をふまえた単元構想の作成        

・本単元では、必要な事柄の取り上げ方や説明の仕方を学ぶために、おたより作りを言語活動とし

て設定する。三次で自分たちの伝えたいことを図や表を使って表現するために、二次に教材文で

書き手の意図によって異なる表現の工夫を読み取る活動をする。本単元の身に付けたい力であ

る、文章を読み比べて図表と文章の関係を考えながら書き手の工夫に着目して読むことを身に

付けることができると考えた。 

② 単元の導入の工夫 

・単元前に、教師の自作した二つのおたよりのモデルを提示し、「歯みがきをしよう」という気持

ちになった方を選んでシールを貼らせることで、図や表を使った文章や食育・健康の図書に興味

をもたせる。 

・おたよりのモデルによって単元のゴールまで学習意欲を持続させる。 

・食育や健康に関する本を紹介し、本を読むごとにリストにシールを貼っていくことを説明し、読

書への意欲を高める。 
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③ 学習計画づくり 

・おたよりのモデルや教材文、教科書 P.110 の「言葉の力」を基に身に付けたい力を考える。 

・第三次で取り組むおたより作りのための学習計画を教師とともに大まかに立てる。 

④ 単位時間の見通しをもたせる工夫 

・掲示している単元のゴールや学習計画表を確かめながら、本時の学習の見通しをもたせる。 

・二つの文章の共通点と相違点にアンダーラインを引いたり囲んだりすることで、書き手の工夫

を読み取ることができるようにする。 

⑤ 次の学習につなげる振り返りの工夫 

・単元や単位時間の中で課題が達成できたという変容に気付かせるため、どんな活動・方法ででき

るようになったかを振り返らせる。 

・単位時間の振り返りを学習計画と一体化したシートに個別に書かせ、次の導入時によい気付き

を紹介することで学習意欲を高める。 

〈手立て２〉学校図書館などの利用目的を明確にし、その機能の活用を図る工夫  

① 単元の中で読書意欲を高める工夫 

・おたよりを作成するために、単元の導入時に食育・健康に関する図書を紹介し、展示する。 

・本のタイトルをリストにして掲示し、読んだお話にシールを貼っていくことで読書意欲を持続

させる。 

② 発達段階に応じた情報収集や選択、活用方法の指導の工夫 

・必要な情報が載っている本は第何類から選べばよいのかを確かめ、図書コーナーを積極的に利

用させる。 

・身の回りのいろいろなおたよりを集めてコーナーを設置する。 

③ 魅力ある図書館運営の工夫 

・前単元「自然のかくし絵」で作った「かくし絵クイズコーナー」を想起させ、自分たちが作りた

いコーナーをイメージさせる。 

 

３ 単元の目標及び評価規準 

（１）目標  二つの「ほけんだより」を読み比べ、それぞれの事柄の取り上げ方や、説明の仕方の工夫

を読み取ることができる。 

（２）単元の評価規準  

 【関】二つの文章を読み比べて、事柄の取り上げ方や説明の仕方の工夫を見付けようとしている。 

 【読】文章を読み比べて、図表と文章との関係を考えながら、書き手の工夫に着目して読んでいる。 

C(１)イ 

 【言】文の中での語句の役割や語句相互の関係に注意し、文の構成について理解している。 

伝国(１)イ(ｷ) 
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（３） 単元の系統性 

 
４ 指導計画（全７時間） 

次 時 主な学習活動 ★図書館との関わり 評価規準とその方法 
単
元
前 

 ○教師自作の二つのおたよりから、「歯みがきをしよう」

と思った方を選ぶ。 

 

一 １ 
 
 
 

○おたよりのモデルや教材文を基に身に付けたい力を考

える。 

○朝ごはんや歯みがき、早寝早起きの大切さを学校のみ

んなやお家の人に知ってもらうために、おたよりを作

る学習計画を立てる。 

★食育・健康に関する本を並行読書していくことを知る。 

【関】二つの文章を読み比べ
て、事柄の取り上げ方や説明の
仕方の工夫を見付けようとし
ている。（発言・ワークシート） 

二 ２ 
 
 

○二つの文章の組み立てを確かめるために線で囲み、読

み比べのポイント（目的、事柄の取り上げ方、説明の仕

方）をおさえる。 

○二つの文章の相違点である「事柄の取り上げ方」と「説

明の仕方」について工夫を読み取る。 

○文章の内容と図や表、アドバイスとの関係を考えなが

ら、書き手の工夫を整理する。 

【読】文章を読み比べて、図表
と文章との関係を考えながら、
書き手の工夫に着目して読ん
でいる。（発言・ワークシート） 
【言】語句の役割や語句相互の
関係に注意し、文の構成につい
て理解している。 

（発言・ワークシート） 

３ 

 

本

時 
４ 
 
 

三 ５ 
 

○朝ごはん、歯みがき、早寝早起きの中から、おたよりで

伝えたいテーマを選び、作成する。 

★教師が用意した（並行読書やポスターに出てくる）図や

表から、自分のおたよりに合うものを選ぶ。 

○感想を伝え合い、振り返りをする。 

【読】文章を読み比べて、図表
と文章との関係を考えながら、
書き手の工夫に着目して読ん
でいる。（発言・カード） 

６ 
 
７ 
 

 

 

 

 

 

 

 ２年 ３年 ４年 
単元名 
教材名 

二つのせつめいをくらべよう 
「ふろしきは、どんなぬの」 

書き手のくふうを考えよう 
「『ほけんだより』を読みくら
べよう」 

身の回りの文章を読みくらべ
よう 
「広告と説明書を読みくらべ
よう」 

目標 カードと本の文章という二つ
の文章を読み比べ、それぞれ
の説明の違いに気付くことが
できる。 

二つの「ほけんだより」を読
み比べ、それぞれの事柄の取
り上げ方や、説明の仕方の工
夫を読み取ることができる。 

物語で起きた出来事を読み取
り、物語のしかけを見付ける
ことができる。 

おさえ
たい主
な学習
用語 

説明の仕方の違い 
 

説明の仕方の工夫 表し方の工夫 

 
 

図 表 図 レイアウト 写真  
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５ 学習計画表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の指導  

（１） 目標 

二つの文章の共通点と相違点を確かめ、書き手の工夫を読み取ることができる。 

（２） 評価基準 

おおむね満足できる 努力を要する児童への手だて 

 二つの文章の共通点と相違点を手掛かりに

して、書き手の目的と、事柄の取り上げ方や

説明の仕方の工夫を読むことができる。 

 二つの文章の相違点にアンダーラインを引

いたり、キーワードを提示したりしてそれぞ

れに着目させる。 

 

（３）展開 

時 学習活動 指導上の留意点（・）評価（◎） 

導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
分 

１ 前時を想起する 

 ・読み比べのポイントを想起する。 

２ 課題を把握する 

 

 

 

 

３ 見通しをもつ 

 ・目的は共通していることを確か

め、「事柄の取り上げ方」と「説

明の仕方」の中で相違点を見付け

ていくことをおさえる。 

 

・単元名や前時の学習で学んだことを発表させ

ることで想起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二つの「ほけんだより」には、

それぞれどんなくふうがあるのだ

ろう。 

〈手立て１－④〉 

掲示している単元のゴールや学習計画表

を確かめながら、本時の学習の見通しをもた

せる。 
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展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33

分 

４ 課題を解決する 

（１）事柄の取り上げ方の工夫を読み

取る。 

①音読をする。 

②大事な言葉にアンダーラインを引

いて、取り上げている事柄を書き

抜く。 

③取り上げ方の違いを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）説明の仕方の工夫を読み取る。 

①一つ目の文章が図で伝えたいこと

を考える。 

 ②二つ目の文章が表で伝えたいこと

を考える。 

 

５ まとめをする 

 ・二つの文章はそれぞれ、朝ごはん

をしっかり食べてもらうために、

どんな事柄を取り上げて、どんな

説明をしているか、自分の言葉で

まとめる。 

 

 

 

・繰り返し出てくる大事な言葉に気を付けなが

ら音読させる。 

 

 

・朝ごはんを食べたときのよいこと（プラス

面）、食べなかったときの悪いこと（マイナ

ス面）の二つの視点で取り上げていることに

気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・それぞれの文章にしか見られない工夫を書け

るよう、ワークシートを基に考えさせる。 

◎文章を読み比べて、図表と文章との関係を考

えながら、書き手の工夫に着目して読んでい

る。       （発言・ワークシート） 

終
末 

 
 
 
 
 
 

７
分 

６ 振り返りをする 

 ・本時で何をして何が分かったか、

何に気付いたかを振り返る。 

 

 

 

７ 次時の確認をする 

 

 

 

 

 

 

・次時は、書き手の工夫を整理しながらまとめ

ることを伝える。 

 

 

 

〈手立て１－④〉 

 二つの文章の大事な言葉にアンダーライ

ンを引くことで相違点に気付き、書き手の

工夫を読み取ることができるようにする。 

〈手立て１－⑤〉 

 単元や単位時間の中で課題が達成できたと

いう変容に気付かせるため、どんな活動･方

法でできるようになったかを振り返らせる。 
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（４）板書計画 

  

 

 


